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今回の定例会
の内容は、第4回定
例会（平成27年7月
17日～8月7日）

です。

常楽寺（録事尊）の彼岸花（下粕尾）常楽寺（録事尊）の彼岸花（下粕尾）

特集　議会閉会中の継続調査が
　　　　　　　　　まとまりました。

市政を問う
議会からあなたへ
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の継続調査が
　　まとまりました。
します。

会中の継続調査付託を議決しました。常任委員会自ら
ねてきましたが、このたび調査結果がまとまり議長に
月７日の本会議において各委員長が報告をしました。

〈人口対策について〉（要旨）
　日本は２００８年をピークに人口減少に転じ、これから
本格的な人口減少社会に突入し、このまま何も手を打
たなければ、２０１０年に１億２８０６万人あった日本の総人
口は、２０５０年には９７０８万人となり、今世紀末の２１００年
には４９５９万人とわずか１００年たらずで約４０％、明治時
代の水準まで急減すると推計されています。「人口減
少」という、これまで経験したことのない問題に立ち
向かうことになります。
　当委員会では、まず現状を知り、委員が問題意識を
共有することから始めました。その上で、「定住促進」
「子育て支援」「雇用促進」の３つの視点より調査を進
めていくことになりました。
　継続調査を進めてみて、人口対策については、「定住
促進」「子育て支援」「雇用促進」その他の施策も含め、
総合的に関連しており、所管する部門が多岐に亘るた
め、各部門が連携を密にすることが非常に重要と考え
ました。今年４月に市長を本部長とする「鹿沼市総合
政策推進本部」が設置されましたが、同本部が各部門
間の連携を強化し、効果的な施策を推進することを望
みます。また、鹿沼市の提唱する若者、高齢者、企業
にとって「夢の再チャレンジができるまち」「生涯心豊
かに暮らすまち」「全国と世界から“見える”まち」の具
現化を達成できる「鹿沼市版総合戦略」の策定を強く
望みます。

総務常任委員会

〈公設市場について〉（要旨）

　鹿沼市公設地方卸売市場の取扱高の減少に歯止めを

掛けること、老朽化した施設の修繕改築策等について、

調査研究を行いました。各委員及び執行部、管理会社

等から意見聴取、宇都宮中央卸売市場や鹿沼市公設地

方卸売市場の現地視察、検証作業等の活動を行い、提

言をまとめました。

提言１　経費削減を積極的に行うこと

　　　　（不採算部門の廃止、適正な人員配置、小売商

への支払奨励金の見直し）

提言２　売上増収策を講じること

　　　　（受託品手数料率の改定、直売所の実施）

提言３　老朽化した施設を中長期的な計画を策定し改

修修繕を図ること

提言４　施設内の衛生管理を徹底すること

提言５　提言を確実に実行し、利用者及び市民に理解

を得られる開かれた公正な市場を目指すこと

環境経済常任委員会
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議会閉会中　
　　　　　　

特特　集集
１年間の常任委員会の活動の成果をご紹介　

　各常任委員会が調査項目を決め、昨年１２月に議会閉
が調査テーマを持ち、現地調査、意見聴取、討議を重
調査報告を提出しました。また、市への提言として８

〈医療費の実態について〉（要旨）
　年々医療費が増大し、国民健康保険事業の予算を圧

迫し、一般財源からの法定外繰り入れや、国民健康保

険料金の値上げを余儀なくされている現状や、本市の

人口減少や少子高齢化が今後も確実に続いていくこと

なども考え合わせ、このような状況下、社会保障とり

わけ医療制度である国民健康保険事業が将来にわたり

持続可能なものとしていくためにも「医療費支出の実

態」を調査し、医療費の伸びが過大にならないように

するために、生活習慣病を予防し健康寿命を伸ばすこ

とが大切であると考え、この調査テーマに挑みました。

　担当課からのヒアリング、検証作業等を重ね４つの

提言をまとめました。

提言１　特定健康診査の受診率向上

提言２　各種検診の受診率向上

提言３　運動に取り組みやすい環境の整備

提言４　運動の効果が測定できる機会の提供

文教民生常任委員会

〈社会資本の老朽化対策について（社会資本の維持管
理・更新・インフラ長寿命化計画）〉（要旨）
　全国的に高度成長期に大量に整備された社会資本が
更新期を向かえることから、これらの更新費用の確保
や長寿命化が課題となっています。平成２５年、国も政
府全体の取り組みとして、「インフラ長寿命化基本計
画」が策定され、また総務省においても、社会資本を
含むすべての公共施設について、「公共施設等総合管
理計画」の策定を地方公共団体に要請しています。こ
うした国の動きを踏まえ、建設水道常任委員会では、
「社会資本の老朽化対策」をテーマとして閉会中の継
続調査を行ってきました。当常任委員会所管の部署よ
り、道路、橋梁、公園、市営住宅、上水道施設などに
ついて、現状と今後の課題について調査を行いました。
これらの調査結果により、５つの提言をまとめました。

提言１　維持経費の総量を的確に把握し、平準化及び
縮減を図ること

提言２　市民協働の仕組みを推進すること
提言３　都市建設部直営班の機能強化を図ること
提言４　地元事業者との連携強化をすすめること
提言５　更新及び新設は低コストで維持経費のかから

ない整備をすすめること

建設水道常任委員会
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市
政
を

問
う

第4回定例会で13人が登壇
鹿沼市政について質問をしました。

7/29～31
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　

新
規
就
農
者
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

県
、農
業
団
体
と
連
携
し
新

規
就
農
者
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

就
農
準
備
段
階
に
栽
培
技
術
等
の

知
識
を
習
得
す
る
も
の
と
し
て
、
栃

木
県
農
業
大
学
校
が
主
体
と
な
り
、

年
間　

日
間
に
わ
た
り
基
礎
的
な
栽

３０

培
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
「
と
ち

ぎ
農
業
未
来
塾
」
や
公
益
財
団
法
人

鹿
沼
市
農
業
公
社
が
年
４
回
に
わ
た

り
農
作
業
体
験
を
開
催
す
る
「
新
規

就
農
者
支
援
農
業
体
験
研
修
会
」
を

あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
支
援
と
し
て
は
、
栃
木
県
が
農
家

へ
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
支
援
す

る
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
や
、
Ｊ
Ａ
の
組

合
員
が
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
際
に
、

研
修
受
け
入
れ
先
に
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が

が
支
援
を
す
る
新
規
就
農
者
研
修
支

援
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

就
農
時
以
降
の
財
政
的
な
支
援
と

し
て
は
、
市
が
給
付
主
体
と
な
り
一

定
の
要
件
を
満
た
す
新
規
就
農
者
に

農
業
経
営
を
開
始
し
て
か
ら
経
営
が

安
定
す
る
ま
で
の
最
長
５
年
間
、
年

間　

万
円
以
内
を
給
付
す
る
「
青
年

１５０
就
農
給
付
金
経
営
開
始
型
」
が
あ
り

ま
す
。
今
後
も
栃
木
県
、
Ｊ
Ａ
を
初

め
と
す
る
農
業
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
新
規
就
農
者
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘 野　裕昭 議員

新
規
就
農
者
対
策

新
規
就
農
者
対
策
にに

つ
い
て
伺

つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

▲鹿沼市農業公社の農業体験研修会

答　

弁
（
経
済
部
長
）



（５） ２０１５　１８８号

質　
　

問

　

移
住
・
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
る
Ｐ
Ｒ
の
在
り
方
、「
鹿
沼
版
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
詳
細
を
伺
う
。

多
彩
な
対
策
を
戦
略
的
に

推
進
し
ま
す
。

　

移
住
希
望
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な

地
域
資
源
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
に

磨
き
を
か
け
な
が
ら
新
た
な
価
値
を

見
出
し
、
戦
略
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
か
ら

「
鹿
沼
営
業
戦
略
室
」
を
移
住
・
定

住
に
関
す
る
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
と
し
て
、
多
彩
な
対
策
を
戦
略

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
市
が
首
都
圏
に
あ
り
、
自
然
豊
か

で
、
災
害
が
少
な
く
、
治
安
も
よ
く
、

安
全
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
住
み
や
す

い
ま
ち
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
選
ば
れ
る
自
治
体
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
鹿
沼
版
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」は
、

本
市
に
移
住
し
、
商
売
を
始
め
た
り
、

伝
統
産
業
や
農
林
業
の
後
継
者
と
な

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
な
が
ら

「
夢
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、「
夢
の
実

現
」
を
目
指
す
人
を
応
援
す
る
事
業

で
す
。
そ
の
第
１
弾
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
、
屋
台
の
ま
ち
中
央
公
園
の
軽

飲
食
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
起
業
す

る
移
住
者
を
市
外
・
栃
木
県
外
か
ら

募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

移
住
定
住
の
促
進
に

つ
い
て
伺
う

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

「
鹿
沼
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

「
鹿
沼
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」」

「
鹿
沼
市
版
総
合
戦
略
」「
次

「
鹿
沼
市
版
総
合
戦
略
」「
次
期期

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
伺

総
合
計
画
」
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

質　
　

問

　
「
鹿
沼
版
総
合
戦
略
」「
次
期
総
合

計
画
」
に
①
子
育
て
支
援
対
策
の
充

実
②
高
齢
者
の
社
会
参
加
、
健
康
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
促
進
事
業

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

中
学
３
年
生
ま
で
の
現
物
給

付
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
現
在

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
市
民
の
要
望
も
踏
ま
え
平
成　
２８

年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た「
鹿
沼
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き

地
域
型
保
育
事
業
の
拡
充
や
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
円
滑
な
移
行
を
積
極
的

に
支
援
し
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
更
に
ひ

と
り
親
に
対
す
る
支
援
策
等
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
ス
タ
ー

ト
し
た
「
第
６
期
い
き
い
き
か
ぬ
ま

長
寿
計
画
」
に
位
置
づ
け
た
事
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、　

年
を
目
指

２０２５

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
の
た
め
の
諸
施
策
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
が

地
域
の
社
会
資
源
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
を
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　
　

問

答　
　

弁
（
市　

長
）

▲総務部企画課内にある「鹿沼営業戦略室」

答　
　

弁
（
市　

長
）

鹿沼市のこども医療費助成制度

平成２７年４月１日診療分から
年 齢 区 分

栃木県外栃木県内

償還払い現物給付小学校就学前

償還払い小学生・中学生

※平成２７年３月３１日診療分までは、今までの
助成方法のとおりです。

※小・中学生の助成方法は変わりません。
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質　
　

問

　

人
口
の
安
定
的
維
持
を
目
指
す
出

生
率
の
明
確
な
目
標
設
定
に
つい
て
伺

う
。各

種
推
計
を
参
考
に
、

中
・
短
期
的
な
目
標
を
立
て

て
い
き
ま
す
。

　

国
は
、　

年
ま
で
に
合
計
特
殊
出

２０４０

生
率
が　

ま
で
回
復
し
た
場
合
、　

２.０７

２０６０

年
に
１
億
人
程
度
の
人
口
を
確
保
す

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
栃

木
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
骨
子
案
で
は
、

　

年
に　

、　

年
ま
で
に　

、
こ
れ

２０３０

１.９０

２０４０

２.０７

は
国
と
同
じ
数
値
に
な
り
ま
す
が
、

　

と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

２.０７す
。
し
か
し
「
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
」
の
推
計
で
は
、　
２０６０

年
で
高
く
見
込
ん
で
も　

と
し
て
お

１.６０

り
、
主
要
先
進
国
で
も
最
高
の
フ
ラ

ン
ス
で　

で
す
。
本
市
で
は
、「
国

２.００

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」

の
推
計
や
栃
木
県
の
推
計
を
参
考
に

し
、
ま
ず　

年
か
ら　

年
の
中
・
短

１０

２０

期
的
な
目
標
を
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
鹿
沼
市
版
総
合
戦
略
」に
お
け
る

人
口
減
少
対
策
は
、
ま
ず
は
現
行
の

子
育
て
支
援
、
雇
用
創
出
、
結
婚
対

策
、
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
策
等

の
継
続
と
見
直
し
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
市
民
協
働
に
よ
る
事
業
展
開

等
の
新
た
な
手
法
も
含
め
た
対
策
を

位
置
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 林　　充 議員

「
鹿
沼
市
版
総
合
戦
略
」と「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

都
市
計
画
道
路
整
備
、駅
前
広
場
、

東
西
自
由
通
路
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

　

東
口
の
都
市
計
画
道
路
は
２
路
線

あ
り
、
鹿
沼
駅
東
通
り
は
、
古
峯
原

宮
通
り
か
ら
市
道　

号
線
ま
で
の　

５００９

１４０

ｍ
区
間
を
第
１
工
区
と
し
、
本
年　
１１

月
に
は
舗
装
工
事
を
発
注
し
、
年
度

内
に
は
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
１
工
区
の
北
側　

ｍ
、
鹿
沼
駅
裏

９００

通
り
の
延
長　

ｍ
は
、
昨
年
度
道
路

１１０

設
計
が
完
了
し
現
在
国
道　

号
と
の

２９３

交
差
点
に
関
す
る
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
第
１
工
区
の
延
伸

区
間
と
な
る
第
２
工
区
の
用
地
測
量
、

物
件
補
償
調
査
を
秋
口
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。
駅
前
広
場
や
東
西
自
由

通
路
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
駅
利
用

者
実
態
調
査
や
踏
切
の
交
通
量
調
査

な
ど
を
踏
ま
え
、
駅
周
辺
の
施
設
整

備
構
想
を
策
定
し
て
お
り
、
今
後
は

東
口
の
駅
前
広
場
の
拡
張
や
東
西
自

由
通
路
の
設
置
に
関
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
大
宮
支
社
と
の
具
体
的
な
協
議
を

８
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
へ
の
周
知
等
は
、
地
元

自
治
会
を
通
じ
事
業
説
明
会
の
開
催

や
各
種
通
知
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

は
不
可
欠
で
す
の
で
、
引
き
続
き
丁

寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 松　英夫 議員

Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
東
口
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

「合計特殊出生率」とは

合計特殊出生率は「１５～４９歳まで
の女性の年齢別出生率を合計した
もの」で、次の２つの種類があり、
１人の女性がその年齢別出生率で
一生の間に生むとしたときの子ど
もの数に相当します。
Ａ「期間」合計特殊出生率
ある期間（１年間）の出生状況に
着目したもので、その年における
各年齢（１５～４９歳）の女性の出生
率を合計したもの。女性人口の年

齢構成の違いを除いた「その年の
出生率」であり、年次比較、国際
比較、地域比較に用いられていま
す。
Ｂ「コーホート」合計特殊出生率
ある世代の出生状況に着目したも
ので、同一世代生まれ（コーホー
ト）の女性の各年齢（１５～４９歳）
の出生率を過去から積み上げたも
の。「その世代の出生率」です。

▲JR鹿沼駅

答　
　

弁
（
都
市
建
設
部
長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）



（７） ２０１５　１８８号

質　
　

問

　

維
持
管
理
の
状
況
、
周
遊
路
と
し

て
府
中
橋
下
流
、「
ふ
れ
あ
い
橋
」
と

同
様
な
橋
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

府
中
橋
下
流
の
遊
具
を
更

新
す
る
予
定
で
す
。

　

黒
川
緑
地
は
、
近
隣
の
５
自
治
会

に
緑
地
内
の
日
常
的
な
清
掃
を
委
託

し
て
い
ま
す
。ま
た
、
良
好
な
景
観
を

保
つ
た
め
、
低
木
の
剪
定
や
除
草
を

年
３
回
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、
黒
川

の
洪
水
時
に
は
、
通
行
を
制
限
し
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い

橋
」
の
高
欄
と
ス
ロ
ー
プ
の
撤
去
・
設

置
を
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。な

お
、
公
園
長
寿
命
化
計
画
の
中
で
、

平
成　

年
度
に
府
中
橋
下
流
に
あ
る

２８

遊
具
を
更
新
す
る
予
定
で
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
は
、
市
民
の
要
望

や
緑
地
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

目
的
に
設
置
し
ま
し
た
が
、
低
水
護

岸
に
設
置
さ
れ
た
橋
の
た
め
、
大
雨

時
に
は
流
木
や
ご
み
等
が
橋
脚
や
床

板
に
引
っ
か
か
り
、
河
川
の
流
れ
を

阻
害
す
る
治
水
上
課
題
が
多
い
橋
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
様
の
橋
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

栃
木
県
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
市
と
し
て
も
橋
が
阻

害
物
と
な
り
、
黒
川
緑
地
の
施
設
の

損
傷
や
流
失
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、

設
置
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩 入　佳子 議員

黒
川
緑
地
の
活
用

黒
川
緑
地
の
活
用
にに

つ
い
て
伺

つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

　

防
災
マ
ッ
プ
、
避
難
所
の
市
民
へ

の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意

識
を
高
め
る
た
め
の
対
策

に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
「
鹿
沼
市
防
災
マ
ッ
プ
＆
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
は
、
４
万
部
作
成
し
全
世
帯

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
鹿
沼
工
業

団
地
や
木
工
団
地
等
の
企
業
に
も
配

布
し
た
ほ
か
、
随
時
、
転
入
者
を
初

め
希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
報
か
ぬ
ま
６
月
号
に
、
そ
の

活
用
方
法
を
掲
載
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
の
よ
う
な
啓
発
資
料
を
作
成

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
も
、
自
ら
の
問
題
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
が
高
ま

ら
な
け
れ
ば
活
用
し
て
い
た
だ
け
な

い
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
自
主

防
災
会
等
に
よ
る
訓
練
・
研
修
等
の

促
進
等
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
対
策

に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
所
に
対
す

る
認
知
度
に
つ
い
て
の
調
査
等
は
こ

れ
ま
で
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
本
市
は
、

比
較
的
災
害
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

関
心
が
低
い
の
で
は
と
危
惧
を
し
て

い
ま
す
が
、
自
主
防
災
会
が
設
置
し

て
あ
る
地
域
で
は
、
防
災
情
報
が
地

域
内
で
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

認
知
度
は
比
較
的
高
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲全世帯に配布されている「鹿沼市防災マップ＆マニュアル」

答　
　

弁
（
総
務
部
長
）

▲府中橋下流の「ふれあい橋」

答　
　

弁
（
都
市
建
設
部
長
）



（８）２０１５　１８８号

質　
　

問

　

子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム

分
の
商
品
券
の
詳
細
を
伺
う
。

９
月
中
の
発
送
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム

分
の
商
品
券
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の

生
活
支
援
及
び
地
域
に
お
け
る
消
費

喚
起
を
目
的
に
、
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。
交

付
対
象
者
は
、
中
学
生
以
下
の
児
童

を
養
育
す
る
世
帯
の
う
ち
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
対
象

者
と
し
、
児
童
１
人
当
た
り
３
千
円

を
児
童
の
養
育
者
に
対
し
、
簡
易
書

留
郵
便
で
送
付
す
る
考
え
で
す
。
ゼ

ロ
歳
児
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
対
象
児
童
と
同

様
の
平
成　

年
５
月　

日
以
前
に
生

２７

３１

ま
れ
た
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

発
送
時
期
は
、
対
象
者
の
拾
い
出
し

作
業
終
了
予
定
で
あ
る
９
月
中
の
発

送
を
目
標
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

鹿
沼
地
域
の
方
に
は
、
鹿
沼
商
工

会
議
所
の
商
品
券
を
、
粟
野
地
域
の

方
に
は
粟
野
商
工
会
の
商
品
券
を
配

付
す
る
予
定
で
す
が
、
鹿
沼
分
に
つ

い
て
は
、
全
て
共
通
商
品
券
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
粟
野

分
に
つ
い
て
は
、
共
通
商
品
券
と
中

小
店
専
用
商
品
券
の
区
分
は
あ
り
ま

せ
ん
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア

ム
分
の
商
品
券
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

鹿
沼
ま
る
ご
と
博
物
館
基
本
計
画

の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
協
動
に
よ
る
博
物
館
活

動
を
地
域
の
教
育
・
文
化
の
向

上
、産
業
振
興
に
生
か
し
ま
す
。

　

本
計
画
は
「
市
民
と
と
も
に
未
来

を
創
る
博
物
館
」
を
基
本
理
念
と
し
、

「
博
物
館
活
動
の
推
進
」、「
博
物
館

活
動
に
よ
る
教
育
と
学
習
の
充
実
」、

「
博
物
館
活
動
に
か
か
わ
る
施
設
の

活
用
と
整
備
」、「
鹿
沼
ま
る
ご
と
博

物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
の
基

本
目
標
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
し
て

い
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
継
続
し

て
実
施
し
、
生
涯
を
通
じ
て
活
躍
で

き
る
個
性
豊
か
で
創
造
的
な
人
づ
く

り
や
子
供
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を

持
ち
、
自
ら
学
び
考
え
る
力
を
育
む

た
め
の
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
点
在
す
る
地
域
資
源
の
調

査
・
収
集
、
展
示
、
保
存
等
の
博
物

館
活
動
を
市
民
協
働
で
実
施
し
、
地

域
の
教
育
・
文
化
の
向
上
、
産
業
振

興
に
生
か
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
博
物
館

活
動
を
行
う
た
め
に
、
博
物
館
の
分

館
・
地
域
拠
点
施
設
と
し
て
、
市
民

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
示
室
を
位
置
づ

け
る
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と

と
考
え
ま
す
。
今
後
、
デ
ザ
イ
ン
や

素
材
の
統
一
を
図
っ
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

鹿
沼
ま
る
ご
と
博
物
館

基
本
計
画
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲「鹿沼まるごと博物館基本計画」

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）



（９） ２０１５　１８８号

質　
　

問

　

森
林
の
現
状
と
、
対
策
・
改
善
を

図
る
組
織
の
設
立
に
つ
い
て
伺
う
。

策
定
懇
談
会
を
活
用
し
森

林
荒
廃
の
対
策
改
善
を
図

り
ま
す
。

　

森
林
整
備
は
、
森
林
法
に
基
づ
き

所
有
者
が
森
林
経
営
計
画
を
立
て
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
市
の
計
画
面

積
は
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
そ
の

９,８００

う
ち
間
伐
等
の
整
備
済
み
面
積
は　
３,０００

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
今
後
整
備
が
必
要

な
面
積
は　

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
整

６,８００

備
の
進
捗
は
昨
年
２
月
の
雪
害
処
理

を
優
先
し
て
行
っ
て
い
る
影
響
も
あ

り
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

本
市
で
は
平
成　

年
３
月
に
森
林

２５

の
再
生
と
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

を
目
的
と
し
た
「
鹿
沼
市
森
林
・
木

材
活
用
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
関
係
市
民
団
体
、
林
業
・

木
工
業
団
体
な
ど
の
代
表
者
を
中
心

と
し
た
策
定
懇
談
会
が
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
懇
談
会
を

市
民
会
議
的
に
活
用
し
て
、
市
民
の

方
々
か
ら
森
林
再
生
等
に
つ
い
て
の

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
プ
ラ
ン

の
進
行
管
理
、
見
直
し
箇
所
の
検
証

等
を
行
い
、
森
林
荒
廃
の
対
策
改
善

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 島　　実 議員

森
林
施
業
、
施
策
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

残
薬
問
題
に
対
す
る
市
の
所
見
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

正
し
い
薬
の
利
用
等
に
つ
い

て
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　

残
薬
は
、
被
保
険
者
の
う
っ
か
り

に
よ
る
飲
み
忘
れ
、
医
療
機
関
へ
の

重
複
受
診
・
重
複
処
方
等
で
薬
の
量
・

種
類
が
増
え
る
こ
と
等
に
よ
り
生
じ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
重
複
受
診
・

重
複
処
方
等
に
対
す
る
適
正
受
診
の

指
導
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
医

療
費
適
正
化
事
業
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
で
は
、
国
保
連
合
会

か
ら
提
供
さ
れ
る
重
複
・
多
受
診
者

一
覧
や
電
子
レ
セ
プ
ト
の
情
報
を
元

に
、
健
康
課
の
保
健
師
と
共
同
で
実

施
し
、
適
正
な
医
療
機
関
へ
の
受
診

方
法
や
服
薬
の
方
法
に
つ
い
て
訪
問

を
行
い
指
導
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
高
齢
受
給
者
説
明
会
で
鹿

沼
薬
剤
師
会
に
依
頼
し
、
薬
に
関
す

る
知
識
や
正
し
い
飲
み
方
等
の
話
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

う
っ
か
り
に
よ
る
飲
み
忘
れ
等
に
よ

る
残
薬
は
、
被
保
険
者
が
医
師
や
薬

剤
師
へ
相
談
す
る
と
い
う
意
識
づ
け

が
大
切
と
思
わ
れ
る
の
で
、
保
険
証

や
高
齢
受
給
者
証
更
新
の
際
に
、
同

封
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
正
し
い
薬

の
利
用
の
仕
方
や
お
薬
手
帳
の
活
用

等
に
つ
い
て
掲
載
し
、
啓
発
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤 坂日出男 議員

国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

答　
　

弁
（
経
済
部
長
）



（１０）２０１５　１８８号

質　
　

問

　

新
庁
舎
建
設
の
財
源
に
合
併
特
例

債
を
使
う
前
提
条
件
が
崩
れ
た
以
上
、

総
事
業
費　

億
円
の
抜
本
的
見
直
し

６０

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

庁
舎
の
建
設
位
置
等
の
抜

本
的
な
見
直
し
は
現
在
の

と
こ
ろ
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

億
円
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
上

６０
限
な
の
で
、
今
後
そ
れ
ら
を
い
か
に

削
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
財
源
に
つ
い

て
は
、
合
併
特
例
債
が
建
設
延
期
に

よ
り
、
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
計
画
的
に
「
庁
舎
建

設
基
金
」
の
積
み
立
て
を
行
い
、「
か

ぬ
ま
・
あ
わ
の
振
興
基
金
」
の
活
用

等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
基
本
設
計
を
行
う
場
合
、

建
設
単
価
の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
、

建
設
の
仕
様
の
精
査
を
初
め
、
汎
用

材
を
多
用
す
る
こ
と
や
、
工
事
の
効

率
化
に
よ
る
工
期
の
短
縮
等
に
よ
り
、

削
減
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
加

え
て
本
市
で
策
定
中
の
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
お
け
る
余
裕

ス
ペ
ー
ス
の
活
用
等
、
整
備
規
模
の

見
直
し
を
行
い
、
総
事
業
費
の
削
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
が
、
庁
舎
の
建

設
位
置
等
の
抜
本
的
な
見
直
し
は
現

在
の
と
こ
ろ
行
わ
な
い
つ
も
り
で
す
。

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳 田　利雄 議員

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

小
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
現
在

閲
覧
で
き
な
い
理
由
、影
響
を
伺
う
。

よ
り
良
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
環
境

へ
の
移
行
を
支
援
し
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

こ
れ
ま
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
サ
ー
バ
ー

　

を
使
用
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
環

２００３境
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
は
、
専

門
的
な
技
術
を
要
し
、
か
つ
更
新
の

過
程
で
教
育
委
員
会
事
務
局
を
経
由

す
る
必
要
が
あ
り
手
間
や
時
間
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
サ
ー
バ
ー

が
、
７
月　

日
に
サ
ポ
ー
ト
終
了
と

１４

な
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
等
か
ら

維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
一
部
の
学
校
を
除
き
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
・
更
新
が
で
き
な
い

状
態
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
学
校
の
基
本
情
報
を
載
せ

る
等
の
対
応
は
し
て
い
ま
す
が
、
学

校
か
ら
の
情
報
提
供
に
若
干
支
障
が

生
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
部
の
学
校
で
は
、
安
価

な
民
間
の
サ
ー
バ
ー
を
借
り
、
比
較

的
容
易
に
作
成
・
更
新
が
で
き
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
一
部

の
学
校
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
費
用
の
負
担
も
含
め
、
よ
り

使
い
勝
手
の
良
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
環

境
に
移
行
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

学
校
教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て

伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲鹿沼市庁舎

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

答　
　

弁
（
市　

長
）



（１１） ２０１５　１８８号

定例会で人事等が決まりました。

平成２７年第４回

9月定例会の結果

人　事　　　　　　　（敬称略）
■本会議で鹿沼市公平委員会委員に選任すること
に同意しました。

　　鹿沼市公平委員会委員（議案第７６号）
大貫　林一郎（おおぬきりんいちろう・鹿沼市見野）

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情
の善処を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になり
ます。
　A４版、署名または記名押印して提出してく
ださい。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してく
ださい。

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名

■本会議で粕尾財産区管理会委員に選任すること
に同意しました。

　　粕尾財産区管理会委員（議案第７７号～８２号）
川久保　守一（かわくぼ　もりいち・鹿沼市下粕尾）
柏﨑　正雄（かしわざき　まさお・鹿沼市下粕尾）
若林　實（わかばやし　みのる・鹿沼市中粕尾）
鈴木　隆（すずき　たかし・鹿沼市中粕尾）
神山　昭（かみやま　あきら・鹿沼市上粕尾）
浅野　裕（あさの　ゆたか・鹿沼市上粕尾）

■本会議で清洲財産区管理会委員に選任すること
に同意しました。

　　清洲財産区管理会委員（議案第８３号～８８号）
関口　眞弘（せきぐち　まさひろ・鹿沼市久野）
安生　衞（あんじょう　まもる・鹿沼市久野）
宇塚　一雄（うづか　かずお・鹿沼市深程）
和久井　一夫（わくい　かずお・鹿沼市深程）
平野　司（ひらの　つかさ・鹿沼市北半田）
関澤　秀吉（せきざわ　ひでよし・鹿沼市北半田）

　公平委員会は地方公共団体職員の身分及び権利を保障するた
めに市町村等に設置される公正・中立な第三者的人事機関。３人
の委員で構成される合議制の機関で、各委員は人格が高潔で地方
自治の本旨及び民主的で能率的な事務処理に理解があり、かつ人
事行政に関し識見を有する者のうちから議会の同意を受けて長
が選任する。

▶用語解説「公平委員会委員」

　財産区とは、市町村および特別区の一部で財産を有し，または
公の施設を設けているものがある場合に，その財産または公の施
設の管理，処分に関し，特別地方公共団体として法人格を与えら
れたもの。
　委員は、財産区の区域内に３月以上住所を有する者で市の議会
の議員の被選挙権を有するもののうちから市長が議会の同意を
得て選任する。

▶用語解説「財産区管理会委員」
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認定１件、市長提出議案２７件、議員提出議案１件が提出されました。
議員数２３名、表決参加議員数２２名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

全 議 員 が 賛 成

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成

決
算

認定１号　平成２６年度鹿沼市水道事業会計決算の認定について
　平成２６年度の水道事業は、建設改良事業において新設・老朽管更新を含め延長１万４,２３８.４メートルの配水管布設
で４億３,０３３万６,８００円を支出し、建設改良費総額では７億２６３万１,３３５円の支出でした。
　また、年度末の給水人口は７万９,５００人で前年度比０.６％の増となり、年間給水量は９０９万９,４５６立方メートルで前年
度比３.０％の減となりました。この結果、決算においては、収益的収支で当年度純利益２億２,６７２万９,６９８円となりま
した。

平

成　

年

度

補

正

予

算

２７

議案６４号　平成２７年度鹿沼市一般会計補正予算（第１号）について
　歳入については、国県支出金及び諸収入の増額を計上し、歳出については、庁舎等施設整備事業費、住民基本台
帳費、農地関係振興事業費等の増減額を計上したもので、この補正額を６,２０３万円の増とし、予算総額を４１８億１,２０３
万円とするものです。

議案６５号　平成２７年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
　歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出については、国民健康保険事務費の増額を計上したもので、補正
額を１９３万７千円の増とし、予算総額を１２６億７,８５３万７千円とするものです。

議案６６号　平成２７年度鹿沼市農業集落排水事業費特別会計補正予算（第１号）について
　歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出については農業集落排水管理事務費の増額を計上したもので、補
正額を５００万円の増とし、予算総額を２億１,４６０万円とするものです。

議案６７号　平成２７年度鹿沼市介護保険特別会計補正予算（第１号）について
　歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出については、介護保険事務費の増額を計上したもので、補正額を
１４６万円の増とし、予算総額を７３億２,７７６万円とするものです。

議案６８号　平成２７年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
　歳入については、繰入金の増額を計上し、歳出については、後期高齢者医療事務費の増額を計上したもので、補
正額を６２万３千円の増とし、予算総額を９億４,３３２万３千万円とするものです。

剰
余
金

議案６３号　平成２６年度鹿沼市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
　未処分利益剰余金１７億７,０３６万５７９円のうち１千万円を減債積立金に、１千万円を利益積立金に、２億６７２万９,６９８円
を建設改良積立金にそれぞれ積み立てるとともに、１５億４,３６３万８８１円を資本金に組み入れるためのものです。



（１３） ２０１５　１８８号

　

議案７１号　鹿沼市職員の再任用に関する条例等の一部改正について
　地方公務員等共済組合法等の一部改正に伴い、引用する法律の題名等を改めるためのものです。

議案７２号　鹿沼市職員互助会条例の一部改正について
　鹿沼市職員互助会の会員資格の見直し等をするためのものです。

議案７４号　鹿沼市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
　小規模保育事業所等に置く保育士としてみなすことができる職員に、准看護師を加えるためのものです。

議案７５号　鹿沼市コミュニティセンター条例等の一部改正について
　南押原コミュニティセンターの改築に伴い、所在地の変更及び南押原地区公民館の使用料を改定するためのもの
です。

条
例
の
一
部
改
正

議案７０号　鹿沼市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律施行条
例の制定について

　（１４ページをご覧ください）

議案７３号　鹿沼市千葉省三記念館条例の制定について
　（１４ページをご覧下さい）

条
例
の
制
定

議案６９号　グランドフォークス市との友好都市の提携について
　（１４ページをご覧ください）

議案８９号　栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び栃木県市町村総合事
務組合規約の変更について

　平成２７年１０月１日から大田原地区広域消防組合及び黒磯那須消防組合を廃し、新たに那須地区消防組合が設立さ
れることに伴い、栃木県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数を減少し、及び同組合の規約を変更する
ことについて関係地方公共団体と協議するためのものです。

そ
の
他

議員案６号　鹿沼市議会会議規則の一部改正について
　女性議員が活躍できる環境を整備して議会を活性化し、よりよい住民サービスを実現するため、出産に伴う議会、
委員会の欠席に関する規定を明確に設けるものです。

議
員
提
出
議
案

議案７６号　鹿沼市公平委員会委員の選任について
　（１１ページをご覧ください。）

議案７７号～議案８２号　鹿沼市粕尾財産区管理会委員の選任について
　（１１ページをご覧ください。）

議案８３号～議案８８号　鹿沼市清州財産区管理会委員の選任について
　（１１ページをご覧ください。）

人
事
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鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

注目議案の解説

クローズアップ

　グランドフォークス市はアメリカ合衆国、ノースダコタ州にある都市です。平成５
年から旧粟野町が交流をしており、合併後も交流が続き平成１９年には「友好交流に関
する覚書」に調印しました。現在では学生交換プログラム、ノースダコタ大学オーケ
ストラ部との音楽交流等が行われています。粟野町との合併、グランドフォークス市
との交流が１０年目となる節目の年でもある今年「友好都市協定」を締結することにな
りました。締結後は、市民同士の様々な交流の進展、子ども達の外国への関心の高ま
り、国際感覚の習得が期待されます。

～友好都市協定の提携～

グランドフォークス市と友好都市になります
■議案第６９号　グランドフォークス市との友好都市の提携について

　

　行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の公布に
より、平成２８年１月１日から社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が始まりま
す。個人番号（マイナンバー）は、国の行政機関や市町村等の複数の機関に存在する
個人情報が同じ人の情報であるということを正確かつスムーズに確認するための基盤
であり、国民の利便性の向上や行政の効率化を図るとともに、公平・公正な社会を実
現しようとするものです。
　条例は、このマイナンバー制度の開始に伴い、本市においても「特定個人情報の利
用」と「特定個人情報の保護」について必要な事項を定めるものです。

～一人ひとつの番号（１２桁）が通知されます。～

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が始まります
■議案第７０号　鹿沼市行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律施行条例の制定について

　鹿沼市出身の著名な児童文学者である、千葉省三の遺品、著書、写真等の貴重な資
料を展示する「鹿沼市千葉省三記念館」が、改築された南押原コミュニティセンター
に併設されます。
　千葉省三の作品の多くがコミュニティセンターのある楡木町周辺を舞台に描かれて
います。
　新しい記念館では、千葉省三に関する資料等の収集、活用により、作品の普及啓発
を図っていきます。

～南押原コミセンに記念館が併設されます。～

鹿沼が生んだ偉大な児童文学者と、その作品に触れてみませんか？
■議案第７３号　鹿沼市千葉省三記念館条例の制定について

▲そば打ち体験をするグランドフォークス市の高校生

▲オープンに向けて準備がすすむ記念館



（１５） ２０１５　１８８号

委員会等の活動報告

　平成２５年１２月２０日に第１回委員会を開催し、１０回に渡り
委員会を開催し、５件の調査事項について議論を重ね検討
しました。また、各調査事項について必要な情報収集をし
議論を深め、当面の課題や緊急を要するものを中心に議長
に報告しました。
１　議員定数について
　議会の役割や仕事量が増大する中で、議員間の活発な
討議ができる議員数として２４名は必要であることから２
名減が適当であるとの結論に達しました。本案件は、平
成２７年第１回鹿沼市議会臨時議会に提出し可決され、今
年９月に任期満了により執行される鹿沼市議会議員選挙
から施行されることになっています。

２　議員報酬について
　委員会における協議の結果、削減することにより新た
に議員を志す若手の意欲を削ぐことにならないか、議員
としての身分保障の期間も短期的であり、積極的な議員
活動のためにも増額が必要などの意見もあり、議員報酬
については現状維持が適切との結論に達しました。

３　政務活動費について
　委員会における協議の結果、政務活動費の執行率など
を考慮し、月額２万５千円が適当であるとの結論に達し
ました。本案件は、平成２７年第１回鹿沼市議会臨時議会
に提出し可決され、本年４月１日より施行しています。

４　予算要望のあり方について
・　議会として統一した要望をする。
・　予算委員会を設置し、各常任委員会で取り組んでい
る特定調査事件など、要望を２ないし３件に絞る。

・　６月に執行部との話し合いを持ち、７月に要望書を
提出する。

・　１１月に執行部からの中間報告を受け、意見交換を行
い、２月に執行部からの回答を受ける。

・　要望額については必要性があり、且つ確実な金額が
出せるものについては要望額を記載する。

・　政策要望は各会派で行う。
５　その他議会改革に関する事項
　先例申し合わせ事項を、再検討し改正を行いました。

議会改革調査特別委員会

　政策調査・研究委員会は、議会基本条例に基づいて設置
された委員会です。今回提言を行った「公契約」に関して
は、「公共事業の発注に際して、市内業者に発注できる仕組
みづくりができないか」ということで以前から議員の間で
も議論のあったテーマです。調査、研究、前橋市への先進
地視察、検証作業等、１０回にわたり委員会を開催し、議論
を重ねてきました。その後、現状に即した公契約の内容と
なるよう条例内容の検証を行い、市に提言するという結論
に至りました。
提言１．品質及び適正な履行の確保について
提言２．公正労働基準の確保について
提言３．地域経済の健全な発展について

政策調査・研究委員会

　長年の市政発展に貢献した功績により表彰されました。

全国市議会議長会からの表彰

大島　久幸　議員
（議員１５年表彰）

芳田　利雄　議員
（議員３５年表彰）

橋本　正男　議員
（議員１５年表彰）

赤坂　日出男　議員
（議員１５年表彰）

冨久田　耕平　議員
（議員１５年表彰）

大貫　武男　議員
（議員１５年表彰）

（要旨） （要旨）



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.6円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

富山県高岡地区広域圏事務組合議会より行政視察
　富山県西部の３市（高岡市、氷見市、
小矢部市）で構成する高岡地区広域圏事
務組合議会から１５名の行政視察をお迎え
しました。当組合は、圏域内の地域振興
事業に取り組んでおり、その中でも婚活
支援を人口対策、地域活性化の重要な施
策と位置付けています。今回は鹿沼市の
結婚対策事業、鹿沼市仲人会の視察を通
し、今後の活動の参考にしたいとのこと
でした。

次号（臨時号）で新議員を紹介します。
　平成２７年９月６日（日）に行われた鹿
沼市議会議員選挙において２４人の議員が
選出されました。
　新しい顔ぶれについては１０月２６日（月）
発行の議会だより第１８９号臨時号で紹介
します。
　次の定例会は１２月に開かれる予定です。
会期日程等の詳細は、市議会ホームペー
ジまたは議会事務局（６３－２２０３）へお問
い合わせ下さい。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　

11/16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

11月
月 火 水 木 金 土 日

12月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

10：00
決算特別委員会

10：00
決算特別委員会

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

表紙の写真は
　常楽寺（下粕尾）は、東国花の寺百ヶ
寺の栃木６番札所、彼岸花の群生で有名
な古刹です。最盛期は、参道が真っ赤に
染まり、神秘的な美しさです。また、同
時期にそばの花や萩の花も開花し、文字
通り「花の寺」となります。

本会議の動画配信をしています。
　動画配信サイトＹＯＵＴＵＢＥで本会
議の映像を録画配信しています。鹿沼市
ホームページの「市議会」バナーより入
り、ご覧になりたい内容をクリックして
ください。

　当日は、担当課である人権推進課以外
に鹿沼市仲人会の皆さんにも参加してい
ただきました。実際に地元で仲人をして
いる事務組合議員の方もおり、活発な意
見交換が行われました。


